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農耕社会のはじまりと遠賀川式土器－四国島を中心に－ 

香川県埋蔵文化財センター 信里 芳紀 

 

 

弥生文化を表現した語として「弥生文化は縄文文化と深い関係にあり、大陸文化を媒介として

なされた後者の質的な転換の姿」がある。（近藤 1962、141 頁）。縄文文化の内在的な発展により

弥生文化の成立を想定した立場の表現である。一方で、外来的な影響をどの程度見積もるかによ

って、農耕社会としての弥生文化の評価の立場は変わってくる。 

農耕社会への転換を示す水田、木製農具などの外来的な考古資料は、小林行雄氏により「文化

運搬者としての土器様式」（小林 1938、248 頁）の遠賀川式土器ともに西日本各地に伝播するとさ

れた。遠賀川式土器は、小林氏が「櫛歯状器具によらざる沈直線文、櫛目式文様ならぬ平行直線

文」（小林 1932ａ、112 頁）などの文様的特徴による定義を行い、その後、形態的特徴を付加され

「西日本の前期弥生土器の総称」（小林 1958、134 頁）とした土器様式である。また、その伝播に

関して「外から新しい文化をもった人々が来なくてはならないと思うのだが、その移住者の量を、

どの程度にとどめるのが適当か」（小林 1947、45 頁）、「追々に縄文式民族を吸収して、弥生式集

団を膨張させつつ移動した」（同、46 頁）として人の移動・移住を想定した。以来、西日本の縄文

時代晩期の突帯文土器と弥生時代前期の遠賀川式土器の遺跡内における共伴・量比などの出土状

況は、「棲み分け」、「共生」、「弥生化」などとして表現され、農耕社会への移行期の実情が説明さ

れる。（佐原 1970、春成 1973、中井 1975 ほか）。 

遠賀川式土器を指標とするこの議論は、農耕関連の考古資料が増加した現在も続いているが、

土器そのものから製作者（主体）を直接的に読み取ることは難しく、製作者（遺跡）と使用者

（遺跡）が同一とは限らないことに留意する必要がある。ただし、他の考古資料と比較すること

で、その変化や実情を読み取ることは可能である。 

そこで、本稿では、遠賀川式土器に焦点をあてつつ、合わせて遺跡立地、水田、農具などの考

古資料の変化と関連の検討を行い、四国島における農耕社会移行期の実情を考える。 

また、遠賀川式土器については「いつ伝播したのか」という時間的な問題ではなく「どのよう

に伝播したのか」を重視して検討を進めたい。 

検討対象は、四国島の縄文時代晩期後葉から弥生時代前期中葉とする。縄文晩期後葉から末葉

を突帯文期、弥生時代前期初頭の遠賀川式土器と突帯文土器が共存する段階と土器様式を初期遠

賀川期、初期遠賀川式土器と呼び、その他は、適宜、弥生時代前期前葉や中葉などの時期呼称を

用いる。 

 

 

１．縄文晩期（突帯文期）の農耕関係資料 

２．初期遠賀川式土器の伝播 

３．継続した遠賀川式土器の斉一性と他の考古資料 

４．まとめと今後の課題 
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